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研究成果の概要（和文）： 本科研では、「アラブの春」について、エジプト１月２５日革命を中心として、その実態
と性格、背景、歴史的意義について、詳細な共同研究を行った。その際に、エジプトの過去の革命や他のアラブ諸国・
中東諸国の事例、南米やフランスの事例などとの比較検討も遂行し、歴史学・人類学・社会学など複数の方法論を併用
することによって、多面的な考察を深めるよう心掛けた。また、エジプトやチュニジアをはじめとする現地の研究者と
の連携を密にすると共に、国内の若手研究者を中心に糾合した研究会を連続して開催し、本テーマに関する研究者のネ
ットワーク構築を進めた。そして、これらによって、本研究テーマに関する研究書の刊行を準備した。

研究成果の概要（英文）：　Our research group explored at length the conditions, characteristics, 
backdrop, and historical significance of the Arab Spring, with emphasis on the Egyptian Revolution of 
January 25, 2011. To implement multifaceted comparative analyses on this subject, we referred to past 
Egyptian revolutions, as well as to historical incidents that happened in other regions of the world, 
such as the Middle East outside Egypt, South America, and France, by employing an interdisciplinary 
approach, which utilized the disciplines of History, Anthropology, and Sociology. We also strengthened 
scholarly ties with researchers in the Middle East and organized a series of research meetings, which 
were attended mostly by young Japanese scholars. These meetings enabled us to create a new, wider 
academic research network, and also to prepare the collective publication of a book on this subject.

研究分野：中東社会史

キーワード： エジプト１月２５日革命　アラブの春　中東　アラブ　イスラーム
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１．研究開始当初の背景 
2011 年に中東で生じた一連の政治的激動
は、一般に「アラブの春」と総称され、「エ
ジプト 1 月 25 日革命」もその中の重要事件
と位置づけられてきた。しかし、本共同研究
を申請した時点で、その実態解明はまだほと
んど始まっておらず、とりわけ日本において
は革命の核心部分が不分明なまま、外側から
輪郭ばかりをなぞる状況が続いていた。その
ため、本共同研究では現地経験の豊富な若手
研究者を中心に、革命の本格的な実態解明に
取り組むべく企画された。 
 また、本科研の研究テーマに関連して言え
ば、現地研究者と日本の研究者の間は乖離し
がちであり、その連携をもとに新たな研究協
力の形を模索することによって、状況の打開
が求められていた。とりわけ、エジプト 1月
25 日革命を記録する現地の各種プロジェク
トとの交流が必要と痛感された。 
 さらに、この革命研究に関しては、日本の
若手研究者に十分な研究発表の場が与えら
れていないと思われた上、このテーマに関連
する彼らの間の研究ネットワーク構築も不
十分であった。しかも「アラブの春」に関し
ては、従前から中東の地域研究をリードして
きた分析手法が、あまり有効ではなかったと
言わざるを得ない。そこで、今回はこの激動
の発生以前から、背景となる事象のヴィヴィ
ッドな研究を継続してきた人類学、歴史学、
社会学、宗教学などのディシプリンに従事す
る研究者を中心にメンバーを組織した。 
 なお、報告者は本研究課題の申請に先立ち、
2011年9月に広島と東京で革命後のエジプト
と震災後の日本の状況を比較する国際シン
ポジウムを主催し(グローバル COE プログラ
ム「死生学の展開と組織化」による)、革命
の記録に携わるエジプト人研究者たちとの
研究交流をいち早くスタートさせていた。 
 
２．研究の目的 
エジプト 1 月 25 日革命や「アラブの春」
について、歴史的な視座を生かしつつ、実態
を多角的かつ総合的に解明することを目的
とした。より具体的には、次の通りである。 
第一に、本研究テーマに関連した事実の確
定作業は、依然として不十分な状態にある。
それゆえ、この革命を歴史的な大事件として
位置づけ、事実の精査と見極めを行うことが
必要とされよう。そのためには、単にインタ
ーネット情報や日本で入手可能な文献に頼
り切るのではなく、現地での丁寧な聞き取り
調査や地道な現場踏査などのフィールドワ
ークも重視される。また、現地でしかアクセ
スできない関連資料も閲覧・蒐集する。その
上で、現地研究者との情報交換も不可欠とな
ろう。 
第二に、本研究テーマに対して、広義の「社
会史研究」がこれまで蓄積してきた研究の方
法や成果を参照し、その適用について検討し
たのち、比較研究を行う。その際の参照枠と

しては、チュニジア、モロッコ、シリアなど
他のアラブ諸国や、イスラーム革命を経験し
たイランなど中東諸国の事例に止まらず、ラ
テン・アメリカやフランスなどの事例も視野
に収めて検討することにした。また、その際
には、歴史学だけではなく、隣接する関連諸
学、とりわけ文化人類学、社会学、宗教学な
どの方法と成果を援用して、より総合的な分
析を心掛ける。 
第三に、本研究テーマに関連して、現地研
究者との研究交流を進める。とりわけ、革命
に参画した経験を有し、革命を記録するプロ
ジェクトを担った研究者との情報交換に努
める。また、その一部は日本へ招聘し、日本
で研究会を開催する。 
第四に、本研究テーマに強い関心を寄せる
ものの、十分な研究発表機会を与えられてい
ない若手研究者を糾合して、国内研究会を開
催する。 
第五に、これらの結果をもとに各自が学会
発表などを行い、さらに成果を総合して合同
報告書を作成したのち、書籍として公刊する
よう努める。 
 
３．研究の方法 
革命前の中東社会に水面下で拡がってい
た変革への渇望に対して疎かった学問領域
ではなく、現地社会の変化に寄り添ってきた
感の強いディシプリンを専門とする研究者
を中心に、研究グループを構成した。 
(1)研究対象に対しては、中東内の特定地域
へと収斂させたミクロな視点を活かすと同
時に、グローバルに俯瞰する視座を併せて用
いるように努めた。エジプトの革命について
も、カイロのタハリール広場だけでなく、エ
ジプト国内の複数の都市で同時並行的に進
行した革命の在り方を、各都市に固有な経緯
と共に理解すべく努めた。 
(2) 歴史学のみに限定せず、隣接する文化人
類学、社会学、宗教学などの方法論と成果を
活用し、マルチディシプリンで研究を遂行し
た。 
(3) 地域間・時代間の比較を重視した。直接
に研究会で扱ったものだけでも、過去のエジ
プトにおける諸革命、チュニジア、モロッコ、
シリア、イラン、南米、フランスなどの事例
がその参照枠として設定された。この点につ
いては、それらの事例間に類似点を探るとい
うよりも、むしろ、いかなる研究視角があり
得るのか、いかなるアプローチが可能なのか
などについて、ヒントを得て触発されるとこ
ろに意義を見出せるように思われる。 
(4)フィールドワークも重視し、そのための
メンバー構成となった。本研究プロジェクト
の参加者は、エジプト、チュニジア、モロッ
コ、イラン、フランスなどで現地調査に従事
したが、貴重な証言を聞き取ったり、歴史的
な意義を有するであろう資料を蒐集するな
どした。 
(5) 現地で関連の研究者たちと緊密な研究



交流を進めると共に、関係者の招聘を行ない、
日本で複数の講演会を開催した。また、革命
後の政府に閣僚として参加した経験を持つ
エマード・アブー・ガーズィー教授(カイロ
大学)には、本研究の現地側のカウンターパ
ートになっていただいた。 
(6)約３年間の研究期間中に、若手研究者を
中心とする研究会を計 13 回開催した。これ
によって自由闊達な意見交換と問題の深耕
が可能となった。 
 
４．研究成果 
(1)エジプト 1月 25 日革命や「アラブの春」
の実態について、詳細に解明すべく努めた。
その際に、現地の関係者に対する聞き取り調
査や情報交換を実施し、また現地で公刊され
た膨大な数の関連書籍や研究論文、関連する
映画・小説・絵画・詩・音楽・シュプレヒコ
ールなどもできるだけ用いて総合的に分析
し、革命の実相に迫ろうとした。その結果、
革命の主体の形成とあり方、革命の特徴や歴
史的意義などについて詳らかにした。 
(2)中東における社会変動に対する新たな研
究手法について検討した。その際には、歴史
学に止まらず、人類学や社会学、宗教学など
の視点も含めながら、マルチディシプリンで
臨んだ。同時に、比較の視座も重視した。そ
こには地域間比較と時代間比較、すなわち共
時的・通時的な研究が含まれうる。比較対象
の地域としては、チュニジア・シリア・モロ
ッコ・イラン・中南米・フランスなどが挙げ
られるが、エジプトの 1919 年革命や 1952 年
革命なども議論の俎上に載せられた。特に、
フランス革命の社会史研究の諸成果からは、
研究の着眼点や方法論などの点で、学ぶべき
ところが多かった。 
地域間比較では、とりわけ革命後の展開が
エジプトより先行しているチュニジアの事
例を重視し、チュニジア・ジャスミン革命に
参加したチュニジア人研究者ムニーラ・シャ
プトー・ルマディー氏(チュニス大学名誉教
授・歴史学)と共同で研究会を行うと共に、
ハサン・エンナビー教授(チュニス大学教
授・社会学)らとも意見交換を行った。 
加えて、中東の革命研究に関連する限り、
比較的目新しい研究テーマにもチャレンジ
した。とりわけ、先述のようにシュプレヒコ
ール、壁絵、音楽、映画、詩などの素材にも
注目し、女性やジェンダーに関わる問題群も
対象とした。また、この激動期におけるメデ
ィアの在り方と役割についても着目した。 
(3)これらの研究活動の過程で浮上してきた
重要課題として、エジプト 2011 年革命と「ア
ラブの春」の時期区分がある。これは、少な
くとも日本においてこれまで本科研以外に
は本格的検討がなされた形跡がなく、現地や
欧米においてもようやく検討が緒についた
ところである。その結果、「アラブの春」の
区分や、エジプト革命の時期区分についての
仮説を提示するに至った。すなわち「アラブ

の春」に対しては、非暴力を掲げて自国市民
のデモによって独裁政権を倒したチュニジ
ア・エジプトの事例と、外国勢力が介入して
暴力の応酬と化したその後のイエメン・シリ
ア・リビアなどの事例とを区別する試みであ
る。また、エジプト 1 月 25 日革命について
は、革命の単位を①2011 年の 1 月 25 日から
2月 11 日のムバーラク大統領辞任まで、ある
いはその後しばらく暫くまでを単位とする
もの、②公正な選挙によって、ムスリム同胞
団から出たムルスィー大統領が誕生するま
でとするもの、③2013 年 6月末～7月初頭に
かけての政権交代までとするもの、の 3説に
大別して考察した。 
(4)現地研究者との研究交流や現地調査も重
視した。そして、エジプトにおける革命記録
プロジェクトの責任者を日本に招聘したり、
こちらから現地を訪問して交流するなどし
て情報を収集した結果、現地における革命記
録・記憶プロジェクトは、アレクサンドリア
図書館によるもの以外、すべて頓挫してしま
ったことが判明した。特に、エジプト国立文
書館の革命記録・記憶プロジェクト責任者で
あったハーレド・ファフミー教授(カイロ・
アメリカン大学)を日本へ招聘して、複数の
講演会を行った。その結果、プロジェクト頓
挫に至るプロセスや頓挫の事由について詳
細な証言を聞くことができた。エジプトにお
いて唯一、プロジェクトが一応の完成を見た
アレクサンドリア図書館の事例については、
事業責任者であったハーレド・アザブ氏から、
2012-15 年の間に継続して聞き取りした。 
さらに、現地の広範な社会階層にわたって、
聞き取り調査を実施した。その結果、貴重な
歴史的証言を収録することも可能となった。
とりわけ重要な人物としては、革命後、エジ
プト史上初の女性大統領候補となったブサ
イナ・カーメル氏や、革命の実現にあたって
の最重要人物の一人であるアフマド・マーヘ
ル氏(「四月六日運動」グループ創設者)など
が挙げられる。また、本科研のエジプト側カ
ウンターパートを務めたエマード・アブー・
ガーズィー教授は、革命後に文化大臣を務め、
新憲法案の作成にも加わり、会見で草案を読
み上げた人物であった。彼からも直接にアド
バイスを継続して得ることができた。 
加えて、タハリール広場に革命初日から陣
取り、革命を題材とする映画『敷物と掛布』
を撮ったエジプト人映画監督アフマド・アブ
ドゥラー氏とも、その革命観や作品内容を含
めて、詳細な意見交換を行うことができた。
同時に、各地の庶民街に暮らす一般市民から
も多くの証言を集めた。このことは、革命時
の自警団や創発的コミュニティーの発現に
関する研究にも資するものである。なお、チ
ュニジアの研究者との交流も重視して、研究
会・講演会を主催したのは先述の通りである。 
(5)若手研究者を中心として、一連の研究
会を開催し、忌憚ない意見交換を行った。彼
らは全員が研究分担者であったのではない



が、研究協力者として現地調査や、研究発表、
報告書執筆を行った。また、この会合を通じ
て、本科研の研究テーマについての若手研究
者の研究ネットワークの構築を行った。現在、
それは様々に形を変えながら、機能しつつあ
る。さらに、本科研に加わった文化人類学者、
内藤順子、植村清加の両氏からは、専門とす
るラテン・アメリカ、フランス研究の見地か
ら、研究上のアドバイスを得た。 
 (6)そして、４年度目へ印刷費のみを繰越
し、研究分担者や研究協力者らによる論集で
ある報告書をまとめ、冊子として印刷した。
寄稿者は、研究代表と研究分担者以外に、竹
村和朗、鷹木恵子、鳥山純子、安田慎、千葉
悠志、後藤絵美、嶺崎寛子、萩原優の諸氏の
計 13 名である。現在、これをもとに書籍と
して公刊すべく、出版社と交渉中である。 
 以上のように、約３年間の共同研究の結果
として、現地では停滞気味な革命研究を、日
本において独自な形で展開できたと考える。 
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